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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入口を有し且つ挿入方向に沿って前記挿入口に対して挿入された複数の接続部を有す
る接続対象物と接続するコネクタであって、
　接触部を有する複数のコンタクトと、
　前記接触部を変位可能となるように前記複数のコンタクトを保持するハウジングと、
　前記ハウジングに回動可能となるように保持され、且つ、回動操作に応じて前記コンタ
クトの前記接触部を変位させて前記接続対象物の前記接続部に夫々接触させるアクチュエ
ータとを備えるコネクタにおいて、
　前記アクチュエータは、前記接続対象物の前記挿入口に挿入された状態を維持するため
の複数の突起部を備えており、
　前記複数の突起部は、前記接触部を前記接続部に接触させるように回動操作された状態
において、夫々上下方向に延びるように前記アクチュエータに設けられており、且つ、上
下方向に沿って見ると左右方向において隣接する前記接続部間の少なくとも一部を遮蔽す
るように位置している
コネクタ。
【請求項２】
　請求項１記載のコネクタであって、
　前記接続対象物は、前記隣接する接続部間に形成された開口部を有しており、
　前記複数の突起部は、前記回動操作によって前記開口部の夫々に挿入されるように、前
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記アクチュエータに形成されている
コネクタ。
【請求項３】
　請求項２記載のコネクタであって、
　前記突起部の夫々は、前記回動操作によって対応する前記開口部に挿入された際に隣接
する前記接触部間を遮蔽するように構成されている
コネクタ。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３記載のコネクタであって、
　前記アクチュエータは、前記接続対象物を当該コネクタに対して挿入可能とする開位置
と閉位置との間で回動可能となるように前記ハウジングに保持されており、
　前記アクチュエータは、前記開位置から前記閉位置に回動したときに前記接続対象物に
対して直接的又は間接的に当接する当接部を備えており、前記当接部が前記接続対象物に
当接したときの反力を利用して、前記接続対象物の前記接続部と前記コンタクトの前記接
触部とを接触させるものであり、
　前記突起部は、前記接続対象物が当該コネクタに対して挿入された状態において前記ア
クチュエータが前記閉位置にあるとき前記開口部に挿入されている
コネクタ。
【請求項５】
　請求項１記載のコネクタであって、
　前記複数の突起部は、前記回動操作によって前記接続対象物に押し付けられる
コネクタ。
【請求項６】
　請求項５記載のコネクタであって、
　前記アクチュエータは、前記接続対象物を当該コネクタに対して挿入可能とする開位置
と閉位置との間で回動可能となるように前記ハウジングに保持されており、
　前記アクチュエータは、前記開位置から前記閉位置に回動したときに前記接続対象物に
対して直接的又は間接的に当接する当接部を備えており、前記当接部が前記接続対象物に
当接したときの反力を利用して、前記接続対象物の前記接続部と前記コンタクトの前記接
触部とを接触させるものであり、
　前記突起部は、前記接続対象物が当該コネクタに対して挿入された状態において前記ア
クチュエータが前記閉位置にあるとき前記接続対象物に押し付けられる
コネクタ。
【請求項７】
　請求項４又は請求項６記載のコネクタであって、
　前記接続対象物は、前記ハウジングの前端から後端に向けて挿入されるものであり、
　前記突起部は、前記アクチュエータが前記閉位置にあるとき、前記ハウジングの前後方
向において前記当接部と前記後端との間に位置している
コネクタ。
【請求項８】
　請求項４、請求項６又は請求項７記載のコネクタであって、
　前記当接部は、前記アクチュエータが前記開位置と前記閉位置との間で回動する際、前
記前後方向と直交する上下方向に沿って移動するように規制されている
コネクタ。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれかに記載のコネクタであって、
　前記接続対象物は上面及び下面を有しており、前記接続部は上面に形成された上面側接
続部であり、
　前記接続対象物の前記下面には下面側接続部が更に形成されており、
　前記コンタクトは、前記上面側接続部に接続される前記接触部として上側接触部を有す
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る上側コンタクトであり、
　当該コネクタは、前記下面側接続部に接続される下側接触部を有する下側コンタクトで
あって前記ハウジングに保持された下側コンタクトを更に備えており、
　前記接続対象物は、前記上側コンタクトの前記上側接触部と前記下側コンタクトの前記
下側接触部との間に挿入される
コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＦＰＣ（Flexible Printed Circuit）やＦＦＣ（Flexible Flat
Cable）と接続するコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＦＰＣやＦＦＣの抜け落ち防止機構を有するコネクタとしては、例えば、特許文献１に
開示されたものがある。特許文献１のコネクタは、複数の接続部を有し且つ隣接する接続
部間に開口部を形成されたＦＰＣ／ＦＦＣを接続対象物とするものであり、櫛歯状（凹凸
構造）のスペーサと、スペーサを収容するスペーサ収容部を有するハウジングと、ハウジ
ングに回動可能に取り付けられたアクチュエータとを備えている。ハウジングにはＦＰＣ
／ＦＦＣが挿入される挿入口とその挿入口から挿入されたＦＰＣ／ＦＦＣが搭載される搭
載面が形成されている。挿入口とスペーサ収容部とは連通している。スペーサ収容部の底
面は凹凸面となっており、スペーサの櫛歯（凹凸構造）と対応している。各凸部の上面は
搭載面と面一になっており、且つ凸部上には導電体が形成されている。この導電体は搭載
面上を通り、コネクタの前面まで延びており、コンタクトとして機能する。即ち、特許文
献１におけるコンタクトの接触部（導電体）はハウジング内に固定されている。ＦＰＣ／
ＦＦＣが挿入口に挿入され、接続部が導電体（コンタクトの接触部）上に配置された状態
で、スペーサをスペーサ収容部に収容し、更にアクチュエータを回動操作して、アクチュ
エータによってスペーサを押し込むことにより、ＦＰＣ／ＦＦＣの接続部をハウジング内
に固定されているコンタクトの接触部に対してスペーサによって押し付けることにより、
ＦＰＣ／ＦＦＣの接続部とコンタクトの接触部との接触を図っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１７６５９１号公報の図４乃至図６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１のコネクタにおいては、上述したように、スペーサによってＦＰＣ／ＦＦＣ
の接続部をハウジング内に固定されているコンタクトの接触部に対して押し付けることに
より、ＦＰＣ／ＦＦＣの接続部とコンタクトの接触部との接触を図っていることから、ス
ペーサの凹凸構造のサイズのばらつきや導電体の厚みのばらつき等により、良好な接触が
得られない可能性がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、ＦＰＣ／ＦＦＣのような接続対象物の挿入状態を維持しつつ、接続
対象物の接続部とコンタクトの接触部との良好な接触を得ることのできるコネクタを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、第１のコネクタとして、
　挿入口を有し且つ挿入方向に沿って前記挿入口に対して挿入された複数の接続部を有す
る接続対象物と接続するコネクタであって、
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　接触部を有する複数のコンタクトと、
　前記接触部を変位可能となるように前記複数のコンタクトを保持するハウジングと、
　前記ハウジングに回動可能となるように保持され、且つ、回動操作に応じて前記コンタ
クトの前記接触部を変位させて前記接続対象物の前記接続部に夫々接触させるアクチュエ
ータとを備えるコネクタにおいて、
　前記アクチュエータは、前記接続対象物の前記挿入口に挿入された状態を維持するため
の複数の突起部を備えており、
　前記複数の突起部は、前記接触部を前記接続部に接触させるように回動操作された状態
において、夫々上下方向に延びるように前記アクチュエータに設けられており、且つ、上
下方向に沿って見ると左右方向において隣接する前記接続部間に位置している
コネクタが得られる。
【０００７】
　また、本発明によれば、第２のコネクタとして、第１のコネクタであって、
　前記接続対象物は、前記隣接する接続部間に形成された開口部を有しており、
　前記複数の突起部は、前記回動操作によって前記開口部の夫々に挿入されるように、前
記アクチュエータに形成されている
コネクタが得られる。
【０００８】
　また、本発明によれば、第３のコネクタとして、第２のコネクタであって、
前記突起部の夫々は、前記回動操作によって対応する前記開口部に挿入された際に隣接す
る前記接触部間を遮蔽するように構成されている
コネクタが得られる。
【０００９】
　また、本発明によれば、第４のコネクタとして、第２又は第３のコネクタであって、
　前記アクチュエータは、前記接続対象物を当該コネクタに対して挿入可能とする開位置
と閉位置との間で回動可能となるように前記ハウジングに保持されており、
　前記アクチュエータは、前記開位置から前記閉位置に回動したときに前記接続対象物に
対して直接的又は間接的に当接する当接部を備えており、前記当接部が前記接続対象物に
当接したときの反力を利用して、前記接続対象物の前記接続部と前記コンタクトの前記接
触部とを接触させるものであり、
　前記突起部は、前記接続対象物が当該コネクタに対して挿入された状態において前記ア
クチュエータが前記閉位置にあるとき前記開口部に挿入されている
コネクタが得られる。
【００１０】
　また、本発明によれば、第５のコネクタとして、第１のコネクタであって、
　前記複数の突起部は、前記回動操作によって前記接続対象物に押し付けられる
コネクタが得られる。
【００１１】
　また、本発明によれば、第６のコネクタとして、第５のコネクタであって、
　前記アクチュエータは、前記接続対象物を当該コネクタに対して挿入可能とする開位置
と閉位置との間で回動可能となるように前記ハウジングに保持されており、
　前記アクチュエータは、前記開位置から前記閉位置に回動したときに前記接続対象物に
対して直接的又は間接的に当接する当接部を備えており、前記当接部が前記接続対象物に
当接したときの反力を利用して、前記接続対象物の前記接続部と前記コンタクトの前記接
触部とを接触させるものであり、
　前記突起部は、前記接続対象物が当該コネクタに対して挿入された状態において前記ア
クチュエータが前記閉位置にあるとき前記接続対象物に押し付けられる
コネクタが得られる。
【００１２】
　また、本発明によれば、第７のコネクタとして、第４又は第６のコネクタであって、
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　前記接続対象物は、前記ハウジングの前端から後端に向けて挿入されるものであり、
　前記突起部は、前記アクチュエータが前記閉位置にあるとき、前記ハウジングの前後方
向において前記当接部と前記後端との間に位置している
コネクタが得られる。
【００１３】
　また、本発明によれば、第８のコネクタとして、第４、第６又は第７のコネクタであっ
て、
　前記当接部は、前記アクチュエータが前記開位置と前記閉位置との間で回動する際、前
記前後方向と直交する上下方向に沿って移動するように規制されている
コネクタが得られる。
【００１４】
　更に、本発明によれば、第９のコネクタとして、第１乃至第８のコネクタのいずれかで
あって、
　前記接続対象物は上面及び下面を有しており、前記接続部は上面に形成された上面側接
続部であり、
　前記接続対象物の前記下面には下面側接続部が更に形成されており、
　前記コンタクトは、前記上面側接続部に接続される前記接触部として上側接触部を有す
る上側コンタクトであり、
　当該コネクタは、前記下面側接続部に接続される下側接触部を有する下側コンタクトで
あって前記ハウジングに保持された下側コンタクトを更に備えており、
　前記接続対象物は、前記上側コンタクトの前記上側接触部と前記下側コンタクトの前記
下側接触部との間に挿入される
コネクタが得られる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、アクチュエータの回動操作によって接続対象物の挿入状態を維持する
ための複数の突起部をアクチュエータに設けると共に接触部を変位可能となるようにハウ
ジングに対してコンタクトを保持させ、その上で、アクチュエータの操作により、コンタ
クトの接触部を変位させて接続対象物の接続部に接触させる構成としたため、接続対象物
の挿入状態の維持を図ると共に良好な接触特性とを得ることができる。
【００１６】
　特に、接続対象物に開口部が形成されている場合に、その形成された開口部に挿入され
る突起部をアクチュエータに設けると、接続対象物の抜け落ち防止と良好な接触特性とを
同時に実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１の実施の形態によるコネクタを示す背面側斜視図である。
【図２】図１のコネクタを示す正面側斜視図である。
【図３】図１のコネクタをコンタクトの側面に沿って示す断面図である。ここで、アクチ
ュエータは開位置にある。
【図４】図１のコネクタを示す他の断面図である。ここで、アクチュエータは閉位置にあ
り、アクチュエータの突起部はＦＰＣ／ＦＦＣの開口部に挿入されている。
【図５】図４のコネクタをコンタクトの側面に沿って示す断面図である。
【図６】図１のコネクタと接続するＦＰＣ／ＦＦＣを示す斜視図である。
【図７】図６のＦＰＣ／ＦＦＣの接続部及び開口部とそれらの近傍を拡大して示す拡大斜
視図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態によるコネクタを示す断面図である。ここで、アクチ
ュエータは開位置にある。
【図９】図８のコネクタを示す断面図である。ここで、アクチュエータは閉位置にある。
【図１０】図８のコネクタにおけるアクチュエータの軸部近傍を示す図である。
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【図１１】図８のコネクタにおけるアクチュエータの軸部の動きを示す図である。
【図１２】本発明の第３の実施の形態によるコネクタを示す断面図である。ここで、アク
チュエータは閉位置にある。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態によるコネクタについて図面を参照して詳細に説明する。
【００１９】
　（第１の実施の形態）
　図１乃至図５を参照すると、本発明の第１の実施の形態によるコネクタ１は、導電性材
料からなる複数のコンタクト１０と、コンタクト１０を保持する絶縁性のハウジング２０
と、開位置と閉位置との間で回動可能となるようにハウジング２０に保持されたアクチュ
エータ３０と、ハウジング２０の側部に取り付けられたホールドダウン４０とを備えるも
のであり、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０を接続対象物とするものである。ここで、本実施の形態に
よるＦＰＣ／ＦＦＣ７０の上面７１上には、図６及び図７に示されるように、複数の接続
部７３とＦＰＣ／ＦＦＣ７０をＺ方向（上下方向）において貫通する開口部７４とがＹ方
向（左右方向）に交互に並ぶように形成されている。即ち、各開口部７４は、Ｙ方向にお
いて隣接する接続部７３間に位置している。また、この開口部７４は、ＦＰＣ／ＦＦＣ７
０の挿入前縁までは達していない。即ち、開口部７４は、四方を囲まれた孔である。
【００２０】
　図３乃至図５に示されるように、コンタクト１０は、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０の接続部７３
に接続する部位である接触部１１と、接触部よりも前方（－Ｘ方向）に向かって延びる力
受部１２と、接触部１１と力受部１２との間を弾性的に支持する支持部１３と、支持部１
３に接続されると共にハウジング２０に固定される被固定部１４とを備えている。接触部
１１と力受部１２とは、支持部１３によって弾性的に支持されていることから、Ｘ方向（
前後方向）とＺ方向（上下方向）とで規定されるＸＺ平面内において変位・変形可能とな
っている。特に、本実施の形態においては、力受部１２を上方へ持ち上げることにより変
位・変形させると接触部１１を下方に変位・変形させることができる。従って、コネクタ
１に対してＦＰＣ／ＦＦＣ７０を挿入し且つ接触部１１の下側に接続部７３を位置させた
状態で、力受部１２を上方へ持ち上げると、接触部１１を接続部７３に電気的に接続させ
ることができる。
【００２１】
　図１乃至図５から理解されるように、ハウジング２０は、Ｘ方向において前端２１及び
後端２２を有しており、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０はハウジング２０の前端２１から後端２２に
向けて挿入される。即ち、＋Ｘ方向は、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０の挿入方向である。本実施の
形態によるハウジング２０の両端部分には、Ｙ方向に沿ってハウジング２０の内側から外
側に向かって凹み且つＺ方向に沿って延びる軸受溝部２３が形成されている。また、ハウ
ジング２０のコンタクト１０の上方に位置する上壁には、受容孔２４が形成されている。
この受容孔２４は、Ｙ方向においては隣接するコンタクト１０の接触部１１間に対応する
位置に位置している。また、ハウジング２０の底壁には、受容孔２４と対応するようにし
て形成された凹部２５が設けられている。
【００２２】
　図１乃至図５に示されるように、アクチュエータ３０は、軸部３１、カム部３２、突起
部３５及びスリット３６を備えている。軸部３１は、アクチュエータ３０のＹ方向両端に
位置しており、ハウジング２０の軸受溝部２３内において位置している。この軸部３１は
、ＸＺ平面において円形の断面を有しており、その直径は軸受溝部２３のＸ方向における
サイズと略同一である。かかる軸部３１が軸受溝部２３内に配置されていることにより、
アクチュエータ３０は、軸部３１を中心として回動可能となるように且つ軸部３１をＺ方
向に移動可能とするように、ハウジング２０に保持される。アクチュエータ３０が図３に
示される開位置にあるとき、アクチュエータ３０とハウジング２０の底面との間には、Ｆ
ＰＣ／ＦＦＣ７０を挿入可能な挿入口２が形成される。なお、スリット３６は、コンタク
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ト１０の力受部１２を少なくとも部分的に受容することにより、力受部１２の変位等を許
容するためのものである。
【００２３】
　カム部３２は、アクチュエータ３０の前方下縁に形成されており、スリット３６内にお
いては、競技用トラック形状又は略楕円形状を有している。このカム部３２は、スリット
３６内において、コンタクト１０の力受部１２の下側に位置している。詳しくは、カム部
３２には、当接部３３と、当接部３３と対向する持上げ部３４とが設けられている。当接
部３３は、アクチュエータ３０が図４及び図５に示される閉位置にあるとき、ＦＰＣ／Ｆ
ＦＣ７０に対して上方から当接する部位である。このカム部３２は、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０
の当接部３３との当接面からの反力として上方へ向かう力を受ける。このカム部３２がＦ
ＰＣ／ＦＦＣ７０から受けた力は、持上げ部３４を介してコンタクト１０の力受部１２に
伝達される。このようにして、コンタクト１０の力受部１２は、持上げ部３４により持ち
上げられ、それによって、前述したように、接触部１１は接続部７３に対して押し付けら
れる。
【００２４】
　本実施の形態においては、軸部３１の回動中心は、カム部３２の中心からズレている。
詳しくは、当接部３３を構成する面は、軸部３１の回動中心を中心とする軸部３１より小
径の同心円上に位置している。前述のように、軸部３１と軸受溝部２３とのサイズ的関係
から軸部３１はＸ方向における動きを規制されているので、当接部３３も回動可能である
と共に実質的にＺ方向のみに移動可能となっている。一方、持上げ部３４は軸部３１の周
上に近い位置に位置している。そのため、持上げ部３４は、アクチュエータ３０の回動操
作により大きな軌跡を描くようにして移動する。従って、本実施の形態においては、ＦＰ
Ｃ／ＦＦＣ７０に対して当該ＦＰＣ／ＦＦＣ７０を前方に押し出したり後方に引き込んだ
りするような応力を加えることなく、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０の主面に対して実質的に直交す
る方向からの力のみを加えることができる一方で、コンタクト１０の力受部１２を大きく
変位させることができ、接触部１１の接続部７３に対する高い接触圧を得ることができる
。なお、かかる軸部３１及びカム部３２の動作については、後述する第２の実施の形態に
関連して図１０及び図１１を用いて詳細に説明する。
【００２５】
　突起部３５は、図４に示されるように、アクチュエータ３０が閉位置にあるときを基準
とすると、下側に突出している。詳しくは、図４に示される状態において、突起部３５は
、ハウジング２０の上壁に形成された受容孔２４及びＦＰＣ／ＦＦＣ７０に形成された開
口部７４に挿入されており、突起部３５の先端は凹部２５内に達している。即ち、ＦＰＣ
／ＦＦＣ７０をコネクタ１内に挿入し、アクチュエータ３０を閉位置まで回動操作して、
コンタクト１０の接触部１１とＦＰＣ／ＦＦＣ７０の接続部７３との電気的接続を図った
状態において、各突起部３５は、Ｙ方向において隣接する接続部７３間を遮蔽するように
、且つ、Ｙ方向において隣接する接触部１１間を遮蔽するように、位置している。これに
より、例えば、接続部７３に錫メッキ等がなされており、隣接する接続部７３間にウィス
カが生じてしまったとしても、突起部３５が遮蔽壁として機能することから接続部７３同
士が短絡してしまうことを避けることができる。なお、図４のＸ方向における突起部３５
の幅を、接続部７３の幅Ａ（図７参照）と同じか、それより広くすると、接続部７３間を
確実に遮蔽することができる。加えて、突起部３５がＦＰＣ／ＦＦＣ７０の開口部７４内
に挿入されていることから、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０を無理に抜こうとしても突起部３５に開
口部７４の内縁が当たることとなり、抜け落ちが防止される。なお、本実施の形態におい
ては、アクチュエータ３０の回転方向との関係により、アクチュエータ３０が閉位置にあ
るとき、Ｘ方向において、ハウジング２０の後端２２とアクチュエータ３０の当接部３３
との間に位置するように、突起部３５が設けられている。しかしながら、アクチュエータ
３０の回転方向を逆にして、突起部３５をハウジング２０の前端２１とアクチュエータ３
０の当接部３３との間に設けることとしてもよい。
【００２６】
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　（第２の実施の形態）
　図８乃至図１１を参照すると、本発明の第２の実施の形態によるコネクタ１ａは、上述
した第１の実施の形態によるコネクタ１の変形例である。従って、本実施の形態によるコ
ネクタ１ａの構成要素のうち第１の実施の形態によるコネクタ１の構成要素と同様のもの
については、図１乃至図５において用いていた参照符号に類する参照符号を図８乃至図１
１において付すこととし、詳細な説明を省略することとする。
【００２７】
　図８から理解されるように、本実施の形態によるコネクタ１ａは、上面７１ａに形成さ
れた上面側接続部７３ａのみならず下面７２ａに形成された下面側接続部７５ａをも有す
るＦＰＣ／ＦＦＣ７０ａを接続対象物とするものである。なお、図８には示されていない
が、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０ａのＹ方向において隣接する上面側接続部７３ａ間には、第１の
実施の形態によるＦＰＣ／ＦＦＣ７０の場合と同様に、開口部が形成されている。
【００２８】
　図８及び図９から理解されるように、本実施の形態によるコネクタ１ａは、上側接触部
１１ａを有する上側コンタクト１０ａに加えて、下側接触部５２を有する下側コンタクト
５０を備えるものである。下側コンタクト５０は、ハウジング２０ａの前端２１ａから挿
入され、ハウジング２０ａ内に保持されている。詳しくは、下側コンタクト５０がハウジ
ング２０ａに保持された状態において下側接触部５２は挿入口２ａ内に若干突出するよう
に位置している。図９から理解されるように、アクチュエータ３０ａが閉位置にあるとき
、下側接触部５２の位置はＸ方向において当接部３３ａの位置と実質的に対応している。
従って、アクチュエータ３０ａを開位置から閉位置まで回動させると、当接部３３ａがＦ
ＰＣ／ＦＦＣ７０ａを下側接触部５２に向けて押圧することになるので、下側接触部５２
は、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０ａの下面側接続部７５ａに対して適切な接触圧をもって接触する
ことができる。この際、第１の実施の形態の場合と同様に、アクチュエータ３０ａの突起
部３５ａはＦＰＣ／ＦＦＣ７０ａの開口部内に挿入されており、且つ、上側接触部１１ａ
はＦＰＣ／ＦＦＣ７０ａの上面側接続部７３ａに接触させられる。このようにして、ＦＰ
Ｃ／ＦＦＣ７０ａの上下面において適切な電気的接続が図られている。なお、この記載か
ら理解されるように、本実施の形態においては、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０ａは、上側接触部１
１ａと下側接触部５２との間に挿入されている。
【００２９】
　図１０及び図１１に示されるように、本実施の形態においてもアクチュエータ３０ａの
軸部３１ａは、ＸＺ平面内において円形形状を有しており、その直径はハウジング２０ａ
の軸受溝部２３のＸ方向における幅（サイズ）と実質的に等しい。従って、軸部３１ａは
、回動可能であると共に、Ｚ方向への移動は可能であるが、Ｘ方向における移動は規制さ
れている。この軸部３１ａの中心Ｃはアクチュエータ３０ａの回動中心となる点であるが
、カム部３２ａの中心（重心）とは異なる位置に位置している。詳しくは、本実施の形態
において当接部３３ａは略半円形状を有しており、その半円の中心が軸部３１ａの中心Ｃ
と一致するように構成されている。即ち、当接部３３ａは、軸部３１ａの同心円であって
軸部３１ａよりも径の小さい同心円の一部を構成している。従って、アクチュエータ３０
ａが開位置から閉位置まで回動した場合であっても、中心Ｃから当接部３３ａの面上まで
のＺ方向における距離は実質的に変化しない。アクチュエータ３０ａを開位置から閉位置
まで回動させると、持上げ部３４ａが力受部１２ａに押されて軸部３１ａがＺ方向で、か
つ下側接触部５２側に向かって移動する。即ち、当接部３３ａのＦＰＣ／ＦＦＣ７０ａと
当接し得る面は実質的にＺ方向のみに移動することとなる。従って、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０
ａが当接部３３ａからＦＰＣ／ＦＦＣ７０ａを前後させるような力を受けることはない。
【００３０】
　一方、持上げ部３４ａは、上述したように偏心したカム部３２ａの当接部３３ａと対向
する面上に位置している。従って、軸部３１ａの回動によって最も大きな軌跡を描くよう
に移動する。そのため、アクチュエータ３０ａが開位置にあるときの持上げ部３４ａから
中心ＣまでのＺ方向における距離と、アクチュエータ３０ａが閉位置にあるときの持上げ
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部３４ａから中心ＣまでのＺ方向における距離とは、大きくことなっており、そのため、
アクチュエータ３０ａが開位置にあるとき、持上げ部３４ａは上側コンタクト１０ａの力
受部１２ａに何らの力も与えないが、アクチュエータ３０ａが閉位置にあるとき、持上げ
部３４ａは力受部１２ａを大きく上方へ持ち上げることとなるため、コンタクト１０ａの
上側接触部１１ａとＦＰＣ／ＦＦＣ７０ａの上面側接続部７３ａとの間で十分な接触圧を
得ることができる。
【００３１】
　このように、本実施の形態においては、当接部３３ａを軸部３１ａの回動中心Ｃと共に
移動させることとした上で、軸受溝部２３によって軸部３１ａのＸ方向における移動を制
限したことから、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０ａをＸ方向に移動させることなく、上側接触部１１
ａと上面側接続部７３ａとの間の良好な接触を図ることができる。
【００３２】
（第３の実施の形態）
　上述した第１及び第２の実施の形態においては開口部７４の形成されたＦＰＣ／ＦＦＣ
７０，７０ａを接続対象物としていたが、本発明はこれに制限されるものではない。例え
ば、図１２を参照すると、本発明の第３の実施の形態によるコネクタ１ｂは、開口部を有
しないＦＰＣ／ＦＦＣ７０ｂを接続対象物とするものである。即ち、本実施の形態におい
ては、汎用されているＦＰＣ／ＦＦＣ７０ｂを使用することができる。
【００３３】
　図１２に示されたコネクタ１ｂは、上述した第１の実施の形態のコネクタ１とほぼ同様
の構成を備えている。従って、図１２において、第１の実施の形態のコネクタと同様な構
成については図３及び図４において用いられていた参照符号と同一の参照符号を用いるこ
ととし、説明を省略することとする。なお、図１２は、コネクタ１ｂにおいてアクチュエ
ータ３０ｂが閉位置にある状態を示しており、アクチュエータ３０ｂが開位置にあるとき
は図３に示される状態と殆ど同じ状態になる（図では、突起部の長さが異なるだけである
）。また、アクチュエータ３０ｂが閉位置にあるときのコンタクト１０に沿った断面は、
本実施の形態においても図５に示されるような状態となる。
【００３４】
　図１２を参照すると、本実施の形態においては、上述したように、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０
ｂに開口部（７４）が設けられておらず、そのため、ハウジング２０ｂにも凹部（２５）
が形成されていない。また、突起部３５ｂは若干短くなっている。詳しくは、突起部３５
ｂは、アクチュエータ３０ｂが閉位置にあるとき、Ｚ方向に沿って延びるように設けられ
ており、且つ、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０ｂの上面７１に強く押し付けられる程度の長さを有し
ている。突起部３５ｂのＹ方向における配置は第１の実施の形態と同じであるので、アク
チュエータ３０ｂが閉位置にあるとき、各突起部３５ｂは、Ｙ方向において隣接する接続
部７３間においてＦＰＣ／ＦＦＣ７０ｂの上面７１に強く押し付けられる。この押し付け
動作とコンタクト１０の接触部と接続部７３との接続・接触動作とは別個であるので、押
し付け動作によって接続動作の信頼性が損なわれるようなことはない。また、上述したよ
うに、各突起部３５ｂがＦＰＣ／ＦＦＣ７０ｂの上面７１に押し付けられると、ＦＰＣ／
ＦＦＣ７０ｂの意図しない引き抜きなどを抑制することができる。このようにして、アク
チュエータ３０ｂが閉位置にあるとき、ＦＰＣ／ＦＦＣ７０ｂの挿入状態が維持される。
【符号の説明】
【００３５】
　　　１，１ａ　　　　コネクタ
　　　２，２ａ　　　　挿入口
　　１０　　　　コンタクト
　　１０ａ　　　　上側コンタクト
　　１１　　　　接触部
　　１１ａ　　　　上側接触部
　　１２，１２ａ　　　　力受部
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　　１３，１３ａ　　　　支持部
　　１４，１４ａ　　　　被固定部
　　２０，２０ａ　　　　ハウジング
　　２１，２１ａ　　　　前端
　　２２，２２ａ　　　　後端
　　２３　　　　軸受溝部
　　２４　　　　受容孔
　　２５　　　　凹部
　　３０，３０ａ　　　　アクチュエータ
　　３１，３１ａ　　　　軸部
　　３２，３２ａ　　　　カム部
　　３３，３３ａ　　　　当接部
　　３４，３４ａ　　　　持上げ部
　　３５，３５ａ　　　　突起部
　　３６，３６ａ　　　　スリット
　　４０　　　　ホールドダウン
　　５０　　　　下側コンタクト
　　５２　　　　下側接触部
　　７０，７０ａ　　　　ＦＰＣ／ＦＦＣ
　　７１，７１ａ　　　　上面
　　７２，７２ａ　　　　下面
　　７３　　　　接続部
　　７３ａ　　　　上面側接続部
　　７４　　　　開口部
　　７５ａ　　　　下面側接続部
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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